
003 美瑛岳 

 

●  ９月 11 日（水）    美瑛岳往復  天気・晴 

 

・４時半に起床。外は快晴だ！ 

昨日と同様食堂には誰もいない。みんな山へ行かないのか？  

朝食を摂りトイレを済ませて 5時過ぎに望岳台に向けて出発した。 

５時 50分 望岳台の駐車場を出発し登りに入る。登山者は数人いる。 

快晴ですばらしい展望が広がる。 

 

・宿泊している白銀荘の吹上温泉からくる道が合流し、 

十勝岳を見上げながらしばらく進むと雲の平分岐に着く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ここを真っすぐ進むと十勝岳だが、今日はこの分岐を 

左に折れて雲の平経由美瑛岳へ向かった。足元にはシラタ

マノキが真っ白な花をつけ、眼下にはスタートの望岳台 

駐車場が見える。雲の平にはシラタマノキの他にもイワブ

ウクロやリンドウやイワヒゲなどいろいろな花が咲いて

いて楽しい道だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・しばらく行くと青空をバックに美瑛岳と美瑛富士

が眼前に現れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポンピ沢を渡ると急坂の登りが始まる、美瑛富士方面へ

行く巻き道合流点まで、手持ちのガイド本では「下りで

10 分」と書いてあるが、とんでもない！ 登りに 40 分

もかかった。これを 10分で下るのはとても無理だろう。 

 

 

・巻き道合流点を左に折れ、昨日夕食の時食堂で教えて  

もらった美瑛富士方面への巻き道を歩いた。約４０分、  

腰の高さまである草をかき分けながら歩き、富良野岳から

十勝岳、美瑛岳を通ってオプタテシケ山からトムラウシ山

へと続く縦走路の尾根へ９時半に到着した。 

 

 

 

・ここは西が今来た道、東がトムラウシ山方面への 

縦走路、南が美瑛岳・十勝岳へと続く縦走路、そし 

て北へ行くと美瑛富士に登る十字路になっている。 

スパッツを着けずに朝露たっぷりの草原をかき分け 

てきたので、ズボンがびしょ濡れのうえ、靴の中に 

水が入って溜まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポンピ沢 

巻き道合流点 

美瑛富士への道 南に聳える美瑛岳 

縦走路尾根の十字路 



でもこの巻き道は花が多くて楽しい道だった。 

まず靴を脱いで水を出し、靴下を絞って履き直した。 

 

・美瑛岳へはこの尾根の分岐を右に登ってゆくが、左

には美瑛富士が目の前に聳え 30 分くらいで登れる。

幸い天気は良いし時間に余裕があるので美瑛富士に 

登ることにした。美瑛富士は晴れているのだが残念な

がら美瑛富士の山頂からは周囲が雲に覆われていて 

目の前の美瑛岳の姿も見えなかった。 

 

・尾根分岐に戻り美瑛岳を目指して登りにかかった。 

今日初めて２人の登山者と会った。一人は十勝岳から 

下って来てこれからオプタテシケ岳方面へ縦走すると

いう札幌のおじさん、一人は私と同じ方向に登ってき

た青年でこれから十勝岳まで行くという。私をさっさ

と抜いて行った。今日会ったのはこの２人だけだった。 

分岐から美瑛岳への登りは約 1時間、何もないガレ場

の道を黙々と登る。振り返ると先ほど登った美瑛富士

が低く見えるが山頂には雲がかかりだしていた。 

 

分岐にいる時は東から風が吹き、東の谷底から雲が

湧いてきて美瑛岳を隠し山頂は全く見えなかったが、

登っているうちに風が西から吹くようになり天気が

どんどん好転してきた。（一昨年十勝岳の山頂で経験

したのと同じ現象が起こった）山頂近くで十勝岳へ

の縦走路を右に分岐し美瑛岳山頂に向かった。 

目の前に切り立った岩山の山頂が現れた。 

 

 

・11時 40分に美瑛岳山頂に着いた時にはすっかり

雲が晴れて十勝岳がまさに眼前に聳えていた。先ほど

分岐で会った十勝岳から下ってきたおじさんは  

「山頂は霧に包まれて目の前の十勝岳も見えない」と

云っていたのに、今はくっきりと見えている。ただ雲

の無いのはここだけで、南の富良野岳、北のオプタテ

シケ山から大雪山方面は雲がかかっていてよく見え

ない。 

 

美瑛富士山頂 

 

振り向けば美瑛富士 

眼前に美瑛岳山頂 



・美瑛岳の山頂は狭く切り立っていて実に危険だ。さいわい私の他に誰もいないので山頂を独り占め。

岩の間に腰を入れて場所を確保し昼食を摂った。 

長居は危険なので早々に下山開始。１２時過ぎに 

西尾根を下り始めた。巻き道合流点で朝分かれた 

美瑛富士への道と合流し、ここからは今朝来た道と

同じ道を帰ることになる。 

・ポンピ沢へと下る急坂は先にも書いたが手持ちの

ガイド本のコースタイムでは 10 分と書いてある

が、たっぷり 25分もかかった。 

 

季節外れのイワブクロが咲く気持ちいい平原を歩い

てほぼ予定通り 15時半に望岳台に無事到着した。 

 

 

・天候にはまずまず恵まれたがかなり長い行程だっ

た。夏ならまだまっ昼間だが、秋の今はもう日が 

陰って夕暮れに近い。望岳台には観光客がちらほら

いるだけで、登山者はもう誰もいない。実に寂しい。 

・白銀荘に着いてからこれからの計画を練った。 

明日は雨が降るらしいので移動日にし、明後日は 

晴れ間が出るので雌阿寒岳へ登ろうか。野中温泉に電話をし予約が取れたので一安心。 

 

明日は移動なので朝はのんびりだ。ゆっくり温泉に入って今日の疲れを癒し、ゆっくり夕食を摂った。 

十勝岳が全容を現した 

ポンピ沢 

美瑛岳山頂 


